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県政150周年を機に新たな愛知を目指す
　令和4年11月1日に、待ちに待ったジブリパーク
が開園しました。今回は5施設のうち3施設の開園
ですが人気は上々であり、来年の残る2施設開園
が今から楽しみです。また、11月27日には、愛知
芸術文化センターにて愛知県政150周年記念式典
が盛大に開催されました。私たち新政あいち県議
団では、記念すべき節目のこの年に、新たな愛知
を目指して活動しています。
　こうした中、12月定例議会が、12月1日から20
日までの日程で開かれました。一般会計545億余
円、特別会計3,400万余円、企業会計1億4,600万余
円の補正予算案および、条例の一部改正など、42
議案を審議し可決成立させました。
　今回の一般会計補正予算は、①新型コロナウイ

ルス感染症対策（配食サービス支援、PCR検査支
援、年末年始の医療機関支援、県立学校の学習保
障支援など）、②燃油価格高騰対策、③給与改
定、④鳥インフルエンザ緊急対策、などが主な内
容です。
　予算以外の議案では、11月27日を「あいち県民
の日」と定めるあいち県民の日条例、個人情報の
保護に関する法律施行条例などが制定、可決され
ました。
　また、「教員定数の改善と義務教育費国庫負担
制度の充実について」、「医師確保対策の充実に
ついて」他3件の意見書を国に送付しました。な
お、昨年度の決算は特別委員会で審議されたあ
と、今本会議で認定されました。
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愛知県私学協会、愛知県私立幼稚園連
盟、愛知私学助成をすすめる会より、私
立教育を充実させるための請願書をいた
だきました。
この三つの請願は、
今議会で採択され
ました。

全建愛知役員の皆さまより、①愛知県公
契約条例の改正、②建設キャリアアップ
システムの普及と活用、③特定健康診断
に対する県費補助、を柱とする要望書を
いただきました。
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新政あいち県議団の新政あいち県議団の
議員連盟活動をご紹介します！議員連盟活動をご紹介します！

　健康と食政策推進議連との合同による、愛知県が
開発した「大うなぎ」と「お茶」を活かした観光振興
に取り組む西尾市内の取り組み状況を調査させて

いただきました。
　愛知には世界に誇る
特産物が豊富にある事
から、今後も特産物を活
かした観光と、観光を通
じた地域振興に向けて
取り組んでまいります。

■ 観光・地域振興 議連
　外国にルーツの
ある児童生徒が増
えてきています。小
中学校における日
本語指導教員の配
置拡充、県立高等学
校再編将来構想に
盛り込まれた併設型中高一貫校や定時制・通信教
育のアップデートプラン、夜間中学の設置につい
て勉強会を実施しました。

■ 多文化共生 議連

　今年度は食をめぐる課題を調査。4月には、天然
のウナギの稚魚が年々減少する中、愛知県が一色う
なぎ協同組合と開発している「大型雌ウナギ」（1匹
でウナギ丼2杯分相
当の大きさ）の研究
の視察に出かけま
した。2年後の市販
を目指しています。
（写真手前が大型
雌ウナギ）

■ 健康と食 議連
 経済産業省中部経済産業局　田中局長に表敬訪
問。愛知県商工会議所連合会、愛知県商工会連合、
中小企業家同友会、愛知県中小企業団体中央会か

らの要望と提案の説
明を受けて、毎年、
知事に渡す新政あ
いち県議団の2022
年政策要望書に盛
り込ませていただき
ました。

■ 中小企業振興 議連

　日本介護クラフトユニオン針谷知男総支部長を
お迎えして
1. ＮＣＵＵの活動
　内容について
2. 愛知県の介護
　現場を取り巻く
　環境について
3. 介護現場からの
　要望
　以上をご講義いただきました。

■ 介護 議連

　「産後ケア」、「病
児保育」といった多
くの親子が直面す
る課題に対する勉
強会、世界を舞台
に活躍する人材育
成を目指す新しい
学校への視察等、
今年度もメンバーでテーマを持ち寄り、精力的な
活動を展開しています。

■ 子ども・若者 議連

　9月16日に学校
法人栗本学園国際
高校及び学校法人
東邦学園東邦高校
に伺い、それぞれ
の学校の建学の精神に基
づき、生徒の個性をのばし、
新しい時代を担う人材育成
に向けた取り組み等の視察
を行いました。

■ 私学振興・子育て支援 議連

新政あいち県議団

活 動 報 告
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愛知県議会ホームページ https://www.pref.aichi.jp/gikai/
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谷
口
知
美
議
員

（
昭
和
区
、４
期
）は
、

将
来
予
測
が
困
難
な

現
代
に
お
い
て
、自

ら
考
え
、行
動
で
き

る
人
が
育
つ
環
境
づ

く
り
を
求
め
て
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
中

高
一
貫
校
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
10
月
、昭
和
区
に
オ
ー
プ
ン

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点

「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」に
多
様
な
人

材
が
集
い
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
求
め
た
。県
か
ら
は
、小
中
高

生
を
対
象
に
し
た
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
始
め
、小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
各

年
齢
層
に
合
わ
せ
た
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
、こ
の
地
域
で
起
業
を
め
ざ
し
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
未
来
人
材
を
発
掘
・

育
成
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

第
一
次
導
入
校
の
開
校
ま
で
あ
と
約
2

年
に
迫
っ
て
い
る
中
高
一
貫
校
に
つ
い
て

は
、目
標
で
あ
る
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
と

な
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
の
、魅
力
あ
る
教

育
課
程
の
編
成
、市
町
村
と
の
連
携
、教
員

配
置
等
々
、開
校
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。着
実
な
準
備
や
全
て

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
好
影
響
と
な
る
よ
う

基
本
計
画
策
定
を
県
教
委
に
求
め
た
。

　

水
谷
満
信
議
員

（
天
白
区
、４
期
）は
、

通
信
制
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
と
小
規
模
の
昼

間
定
時
制
を
県
内
４

校
の
全
日
制
高
校
の

学
校
内
に
設
置
す
る
ね
ら
い
は
何
か
の
問

い
に
。

　

地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、通
信

制
、昼
間
定
時
制
、全
日
制
の
間
の
行
き
来

を
自
由
に
し
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。こ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
愛
知
県
と
し
て
初
め
て
導
入
す

る
こ
と
で
、不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
な

ど
が
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
が
ら
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
を
継
続
し
、高
校
卒

業
を
目
指
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

生
徒
が
将
来
、社
会
を
力
強
く
生
き
て

い
く
た
め
に
必
要
な
力
を
育
成
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
プ
ラ
ン

の
中
で
ど
う
取
組
む
か
の
問
い
に
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
専
門
的
人

材
の
常
駐
化
を
図
り
、生
徒
や
保
護
者
の
不

安
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
等
の
職
業
体
験
を
通
じ
て
社
会
性
を

高
め
、自
信
を
持
っ
て
社
会
に
出
て
い
け
る

よ
う
、特
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
高
校
卒

業
後
に
社
会
で
力
強
く
生
き
て
い
く
た
め

の
力
を
育
成
し
ま
す
。と
の
答
弁
。

　

鈴
木
ま
さ
と
議
員（
岡
崎
市
及
び

額
田
郡
、３
期
）は
、一
般
病
院
や
診

療
所
に
加
え
て
、訪
問
看
護
や
老
人

福
祉
施
設
な
ど
、看
護
師
需
要
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。看
護
師
は

他
の
一
般
労
働
者
と
比
較
し
て
も
離

職
率
が
高
く
、必
要
な
数
の
看
護
師
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
思
い
ま
す
。更
に
育
児
や
出
産
を
理
由
と
し
た

退
職
を
減
ら
す
こ
と
も
難
し
い
で
す
が
、看
護
師
の
総
数

を
増
や
す
こ
と
で
勤
務
時
間
や
一
人
一
人
の
負
担
を
減
ら

せ
る
と
も
思
い
ま
す
。予
想
さ
れ
る
看
護
師
不
足
に
対
し

て
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。

1
． 

看
護
師
養
成
所
の
充
実
・
強
化
の
た
め
、養
成
所
の
運

営
費
に
対
し
て
助
成
し
、医
療
技
術
の
高
い
看
護
師
育
成

2
． 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
に
、新
た
に
勤
務

す
る
職
員
の
研
修
や
訪
問
先
へ
の
先
輩
職
員
の
同
行
訪

問
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
る
資
質
の
向
上

３
． 

病
院
内
保
育
所
の
運
営
に
対
す
る
助
成
や
、就
業
し

て
い
な
い
看
護
師
の
カ
ム
バ
ッ
ク
研
修
、愛
知
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
就
業
相
談
や
無
料
職
業
紹
介
、

勤
務
環
境
の
改
善
や
再
就
業
の
支
援

　

な
ど
を
通
じ
て
看
護
師
確
保
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

河
合
洋
介
議
員（
知
多
郡
第
一
、３

期
）は
、女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
、特

定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
、保
育
人
材

確
保
に
つ
い
て
、老
人
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
当
局
に
質
問
し
ま

し
た
。県
民
文
化
局
長
は
女
性
の
活

躍
に
向
け
た
成
果
を
報
告
し
、あ
い
ち
女
性
の
輝
き
カ
ン

パ
ニ
ー
の
認
証
に
関
し
て
は
、2
0
2
5
年
の
目
標
企
業

数
1
，2
0
0
件
を
本
年
中
に
早
期
達
成
と
の
こ
と
で
し

た
。本
年
4
月
か
ら
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
化
に
伴
い
、制

度
の
狭
間
で
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
、昨
年
度
ま
で
の

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
本
年
度
も
継
続
、周
知
の

徹
底
を
保
健
医
療
局
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。福
祉
局
長
か

ら
は
、保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、就
学
資
金
の
新
規
貸

付
枠
の
拡
大
、潜
在
保
育
士
の
再
就
職
支
援
、離
職
防
止
の

た
め
の
各
施
策
な
ど
、よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
旨
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。老
人
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、ピ

ー
ク
時
の
老
人
ク
ラ
ブ
数
、老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
と
比

べ
て
激
減
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
し
、時
代
に
合
わ
せ
た

補
助
金
の
運
用
を
積
極
的
に
提
言
し
ま
し
た
。県
当
局
は
、

他
県
の
状
況
や
時
代
に
合
わ
せ
、補
助
金
の
運
用
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
く
旨
、答
え
ま
し
た
。

　

安
井
伸
治
議
員（
港
区
、２
期
）は
、

介
護
業
界
で
、資
格
所
得
を
目
指
す

介
護
職
員
に
対
し
、介
護
事
業
者
が

受
験
に
必
要
な
実
務
経
験
証
明
書
の

交
付
を
拒
否
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。介
護
業
界
の「
キ
ャ
リ

ア（
経
験
）ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
嫌
が
ら
せ
）」と
呼
ん
で
問
題

視
。県
に
、今
後
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
た
。

　

高
齢
者
介
護
事
業
者
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

勤
め
る
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、結
果
を
示

し
た
。介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）の
資
格

所
得
を
目
指
す
女
性
ら
二
人
の
事
例
を
説
明
し
た
。

　

介
護
業
界
で
は
、資
格
所
得
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る

と
、仕
事
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。資

格
所
得
前
の
仕
事
内
容
を
担
う
人
材
が
い
な
い
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、証
明
書
の
交
付
を
拒
む
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
み

ら
れ
、「
介
護
現
場
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
背
景
に
あ

る
」と
指
摘
し
た
。

　

橋
本
礼
子
福
祉
局
長
は「
証
明
書
の
適
切
な
交
付
に
関

す
る
法
令
な
ど
規
定
や
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
取
り

組
む
必
要
性
な
ど
を
介
護
事
業
者
に
し
っ
か
り
と
周
知
す

る
」と
答
弁
し
た
。
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未
来
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に 新

政
あ
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ち
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新
政
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い
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般
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ら

　
　

   　
　
　

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
で
は
、

ゾ
ー
ン
30
に
、車
両
の
速
度
を
低
下
さ
せ

る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
物
理
的
デ
バ
イ

ス
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
と
な

る
た
め
、よ
り
高
い
交
通
事
故
抑
止
効
果

が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備
に
際
し
ま
し

て
は
、今
月
中
に
名
古
屋
市
中
村
区
に
お

い
て
県
内
初
と
な
る
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
を

整
備
す
る
予
定
と
な
っ
た
。ま
た
、今
年
度

中
に
は
、名
古
屋
市
瑞
穂
区
に
お
い
て
も

更
に
１
か
所
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、道
路
管
理
者
と
緊
密
に
連

携
の
上
、地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備
を

推
進
し
て
い
く
。

交
通
事
故
防
止
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

主
な
質
問
❶

黒 田　太 郎
政策調査会長
 （千種区、2期）

　
　
　

P
R
E
|
S
T
A
T
I
O
N 

A
i

で
は
、起
業
に
至
る
ア
イ
デ
ア
の
具
体
化

や
、資
金
調
達
の
手
法
な
ど
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
起
業
支

援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、P
R
E
|

S
T
A
T
I
O
N 
A
i
で
は
、メ
ン
バ
ー

の
集
積
や
、資
金
調
達
環
境
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。本
県
で
は
、こ
れ
ら
の
成
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
、こ
の
地
域
に
更
な
る

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
結
さ
せ
、

S
T
A
T
I
O
N 

A
i
が
2
0
2
4
年

10
月
の
開
業
と
同
時
に
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ

ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
、取
組
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

主
な
質
問
❸

　
　
　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。

　

現
在
、本
県
で
は
、生
活
習
慣
や
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
県
民
調
査
を
行
っ
て

お
り
、今
後
は
、こ
の
結
果
も
参
考
に
し

て
、生
涯
を
通
じ
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る「
健
康
長
寿
あ
い

ち
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

主
な
質
問
❹

主
な
質
問
❺

警
察
本
部
長

知
事

　
　
　

脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
む
こ
と

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
だ
け
で

な
く
、企
業
の
社
会
的
評
価
の
向
上
や
資

金
調
達
面
で
の
優
位
性
の
確
保
、新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

県
と
し
て
は
、脱
炭
素
経
営
の
メ
リ
ッ

ト
や
成
功
事
例
の
紹
介
と
と
も
に
、排
出

量
の
算
定
や
削
減
目
標
の
設
定
な
ど
中

小
企
業
の
脱
炭
素
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の

実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　

金
利
上
昇
に
よ
る
公
債
費
負
担

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、県
債
残
高
を

抑
制
す
る
こ
と
が
肝
要
。本
県
で
は「
あ

い
ち
行
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」に
基
づ

き
、通
常
の
県
債
の
実
質
的
な
残
高
に

つ
い
て
、２
０
１
９
年
度
決
算
の
水
準

を
超
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
維
持
・
抑

制
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、国
内
金
利
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
中
、県
債
の
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、市

場
環
境
に
即
し
た
適
正
な
発
行
条
件
に

で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、こ
う
し
た
市
場
環
境
の
変

化
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、金

融
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
が
必
要

と
な
る
。こ
の
た
め
、地
域
経
済
の
動
向

や
金
融
情
勢
の
変
動
に
関
す
る
情
報
収

集
に
長
け
た
国
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、地
域
経
済
分
析
や

金
融
市
場
に
精
通
し
た
専
門
性
を
有
す

る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
。 知

事

知
事

知
事

11Q.Q.

P
R
E
|
S
T
A
T
I
O
N 

A
i

で
は
、こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
得
ら
れ
た
の
か
、ま
た
、そ
の
成
果

を
、S
T
A
T
I
O
N 

A
i
に
ど
う
繋
げ

て
い
か
れ
る
の
か
。

主
な
質
問
❷

22Q.Q.
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現

す
る
た
め
、中
小
企
業
へ
の
支
援
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
。

33Q.Q.

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

44Q.Q.

金
利
上
昇
に
備
え
、県
と
し
て
ど
の

よ
う
に
財
政
運
営
に
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。

55Q.Q.

（
12
月
５
日 

本
会
議
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
　
代
表
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
　
代
表
質
問
か
ら
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